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１．はじめに 

 自転車乗車中における交通事故発生件数並びに高

齢者（６０歳以上）の死傷者数は平成１６年から減

少を続け、２６年は１６年に対して発生件数は０.５

８倍、高齢者の死傷者数は０.５９倍であった。しか

し、２６年の全死傷者数に対する高齢者の死傷者数

が占める割合は全年代を通じて最も高く、２５年よ

り増加している１）。 

 筆者は平成２２年度から高齢者が仕事として、勤

務中並びに通勤途上で発生した自転車事故データを

集めて分析している。その結果、事故原因を交通ル

ール違反による事故と運転操作ミス等による事故に

分けたときの割合は２：３で、他の年代と比較して

運転操作ミス等による事故の割合が大きいことがわ

かり、平成２６年の人類働態学会においてアンケー

ト調査と実技調査結果の一部を報告した。２） 

 本報では高齢者の事故体験と運転技術・体力の低

下との関係を求めるために、アンケート項目と実技

調査項目を増やした。その結果から今後の高齢者の

事故防止のための有効な対策について検討を行った。 

 

２．調査方法 

 ２－１ アンケート調査 

 男性３０８名・女性６７名の計３７５名（６０歳

代前半３２名・６０歳代後半８３名・７０歳代前半

１４１名・７０歳代後半８９名・８０歳代３０名）

から結果を得た。 

 ２－２ 実技調査 

 用意した自転車は車輪径２６インチ（重さ２０㎏）

と２４インチ（重さ１５㎏）のシティサイクル型で、

参加者がいずれかを選択した。コースは長さ８ｍ・

幅３０㎝の直線コースを設定し、時速６km で通行

した際の運転状況を調査した。 

 また、時速１０km 程度で直線コースを通り、前

方から歩行者が近づいてきたとき、どのようにして

歩行者とすれ違うか並びに左折時の通行状況を調査

した。参加者１０３名（６０歳代３２名・７０歳代

５８名・８０歳代６名、対比のために２０～３０歳

代７名）から結果を得た。 

 

３． 結果 

 ３－１ 利用頻度と交通ルール遵守姿勢 

 利用頻度は「ほぼ毎日」２３０名・「２～３日に１

回」７０名・「１週間に１～２回」７５名である。 

 交通ルールに対する遵守姿勢は「ほぼ守っている

」 ２５９名・「違反したなと思うこともたまにある

」１０９名・「守らないことが多い」６名である。 

 ３－２ 事故体験 

 事故体験者は９７名（男性７５名・女性２２名、

６０歳代前半１０名・６０歳代後半３４名・７０歳

代前半３２名・７０歳代後半２５名・８０歳代６名

）である。 

 事故内容（複数回答）は自動車・バイクとの衝突

・接触事故２９名（男性２１名・女性８名、６０歳

代前半２名・６０歳代後半１２名・７０歳代前半５

名・７０歳代後半１０名・８０歳代２名）、自転車と

の衝突・接触事故３２名（男性２４名・女性８名、

６０歳代前半４名・６０歳代後半１３名・７０歳代

前半９名・７０歳代後半６名・８０歳代０名）、歩行

者との衝突・接触事故７名（男性６名・女性１名、



６０歳代後半１名・７０歳代前半２名・７０歳代後

半２名・８０歳代２名）、自らの転倒事故５１名（男

性３４名・女性１７名、６０歳代前半４名・６０歳

代後半１５名・７０歳代前半１８名・７０歳代後半

１０名・８０歳代４名）である。 

 ３－３ 自己の運転技術・体力低下意識 

 自転車の運転技術・体力低下が「５０歳代の頃と

比べて変わらないと思う」１１３名（男性９６名・

女性１７名、６０歳代前半１６名・６０歳代後半３

６名・７０歳代前半３８名・７０歳代後半１９名・

８０歳代４名）、「低下していると思う」２６２名（

男性２１２名・女性５０名、６０歳代前半１６名・

６０歳代後半４７名・７０歳代前半１０３名・７０

歳代後半７０名・８０歳代２６名）である。 

 ３－４ 運転技術・体力低下を示す状況 

 自己の運転技術・体力が「５０歳代の頃と比べて

低下した」と実感する状況時をまとめたものを表１

に示す。 

   表１ 運転技術・体力低下を実感する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３－５ 出発時のペダル位置 

 実技調査で、出発時にペダルを踏み込む際のペダ

ルの位置を確認した。その結果は「足でペダルを７

５°以上の高さに持ち上げた」２８名（６０歳代８

名・７０歳代１４名・８０歳代２名・２０～３０歳

代４名）・「足でペダルを持ち上げたが水平の高さ」

４０名（６０歳代１６名・７０歳代１９名・８０歳

代３名・２０～３０歳代２名）・「またいだときのペ

ダルの位置」３２名（６０歳代８名・７０歳代２２

名・８０歳代１名・２０～３０歳代１名）・「ハンド

ルを持って押しながら乗車」３名（７０歳代３名）

である。 

 ３－６ 直線コースでの運転状況 

 「ふらつかずにまっすぐに進めた」１６名（６０

歳代６名・７０歳代４名・８０歳代０名・２０～３

０歳代６名）・「ふらつきはあったがコースからはみ

出さないで進めた」３６名（６０歳代１４名・７０

歳代２０名・８０歳代１名・２０～３０歳代１名）・

「コースをはみ出しながら進んだ」４１名（６０歳

代１０名・７０歳代２７名・８０歳代４名・２０～

３０歳代０名）・「途中で地面に足が着いた」１７名

（６０歳代５名・７０歳代１０名・８０歳代２名・

２０～３０歳代０名）（複数該当あり）である。 

 ３－７ 歩行者とすれ違うときの運転状況 

 歩行者と対面ですれ違うとき、自転車を停止させ

て歩行者がすれ違うのを待ったのは２人しかいなか

った。乗車して通行しながらすれ違った際の状況に

ついて「ふらつかずにすれ違った」４５名（６０歳

代１６名・７０歳代２０名・８０歳代２名・２０～

３０歳代７名）・「ふらつきながらすれ違った」５１

名（６０歳代１５名・７０歳代３４名・８０歳代２

名・２０～３０歳代０名）・「すれ違う際に足が地面

に着いた」３名（７０歳代３名）である。 

 ３－８ 左折するときの運転状況 

 「一時停止して左右を確認」２８名・「徐行」１６

名・「徐行・停止なしで左折」５２名である。 

 

４． 考察 

 アンケート調査結果から、６０歳以上の高齢者の

自転車利用時における事故体験状況を事故体験率と

して、事故体験者数を性別並びに年齢層別にそれぞ

れ該当する全人数に対する割合として求めた。男女

別では、女性について男性と比較すると全体の事故

は１.３倍、転倒事故は２.３倍、車両・自転車・歩行

者との接触・衝突事故は１.４倍である。さらに転倒

事故体験率を車両・自転車・歩行者との接触・衝突

事故体験率と比較すると、女性は１.１倍に対して男

性は０.７倍である。すなわち女性の転倒事故率は車

両・自転車・歩行者との接触・衝突事故率よりも高

く、また男性の転倒率よりも高く、これが女性の事

故体験率を高くしている。 

 年代別では、男性・女性いずれも６０歳代後半で



転倒事故体験率と車両・自転車・歩行者との接触・

衝突事故体験率が最も高い。男性は車両・自転車・

歩行者との接触・衝突事故率は年齢の上昇ともに減

少し、転倒事故率も７０歳代では減少しているが８

０歳代で上昇している。女性は７０歳代における割

合との比較は回答者数が男性と比較して少ないので

傾向は言及できない。 

 車両・自転車・歩行者との接触・衝突事故体験者

を転倒事故を体験している人と体験していない人に

細分し、年齢層別・男女別に検討したが、同一人に

よる転倒事故と車両・自転車・歩行者との接触・衝

突事故の起こす相互の関係は男女とも認められなか

った。 

 また自己の自転車運転技術・体力について「５０

歳代の頃より低下していると思う」と回答した人は、

全体では男性６８.８％、女性７４.６％である。これ

を性別・年齢層別に示したのが図 1と２で、これよ

り男性は年代の上昇とともに回答する割合が上昇す

るのに対して、女性は年代に関係なく回答する割合

が高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 男性の年齢層別自己運転技術・体力評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 女性の年齢層別自己運転技術・体力評価 

 これを事故体験者に限定して低下していると回答

した割合は、転倒事故体験者が男性８２.６％、女性

９２.３％、車両・自転車・歩行者との接触・衝突事

故体験者が男性５６.２％、女性３３.３％である。性

別に関係なく車両・自転車・歩行者との接触・衝突

事故体験者は自己の自転車運転技術・体力の低下を

認めていない人が多いことになる。特に男性は図３

と４より６０歳代前半と６０歳代後半で、認めてい

ない人が多いことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 車両・自転車・歩行者との接触・衝突事故体 

  験した男性の年齢層別自己運転技術・体力評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 転倒事故体験した男性の年齢層別自己運転技 

  術・体力評価 

 そこで男性の６０歳代前半と後半における車両・

自転車・歩行者との接触・衝突事故体験と自転車運

転技術・体力の低下していない意識との関係につい

てクラメール連関係数を使って求めた。その値は６

０歳代前半０.２７、６０歳代後半０.２０である。こ

れらの結果から、自転車運転技術・体力の低下を意

識していないと車両・自転車・歩行者との接触・衝

突事故体験が高くなる可能性を無視することができ

ないと推察できる。 

 

５． 今後の高齢者に対する安全運転指導方法 

 これらの結果より、自己の自転車運転技術・体力

の低下をカバーする運転方法の習得が運転操作ミス

等の原因による事故防止につながるだけでなく、低

下を自覚させることも車両・自転車・歩行者との接



男性 女性 全体

事故経験者 62.2% 59.4% 61.3%

無事故利用者 71.5% 72.2% 71.6%

男性 女性 全体

事故経験者 64.0% 67.7% 65.1%

無事故利用者 61.3% 60.0% 61.2%

触・衝突事故防止につながることがわかる。 

 自転車の運転技術・体力の低下を感じる原因がア

ンケート調査結果によると、男女とも「前から来る

歩行者や自転車をさけようとしたときにフラつくこ

とがある」「走り出すときにフラつくことがある」が

最も多く、いずれも性別に関係なく年齢の上昇と共

に回答率が高くなっている。実技調査で時速６km

通行したとき、６０歳代で４０.０％がフラつきを発

生させ、７０歳代以降になるとハンドル操作が低下

し、コースを外してしまう割合が上昇している。ま

た歩行者とのすれ違い時で停止しない人の５８.

７％がフラつきながらすれ違っており、交差点では

５４.２％が一時停止・徐行しなかった。停止した後、

走り出すときにフラつくから停止したくないという

心理状況もあると考えられるので、高齢者に対して

「走りだすときのフラつき」「前から来る歩行者や自

転車を避けるときのフラつき」という２行為に対す

る安全運転指導が必要となり、このために次の方法

が考えられる。 

①走り出すときのペダル位置の確認をさせる 

ペダルの位置を７５°以上にする人が２５％にし

か過ぎないので、これを指導することで走り出すと

きのフラつきを低下させるだけでなく、交差点並び

に車両・自転車・歩行者との交差時の一時停止の促

進につながる。 

②車輪径の小さい自転車の利用促進を行う 

演者の報告２）より、車輪径の小さい自転車の方が低

速でもフラつきが少なく安定走行が可能で、足着き

も容易であることから転倒事故の防止にもつながる。 

 アンケート調査で２６・２７インチ利用者は男性

１２０名・女性１６名に対して、２４・２２インチ

利用者は男性４５名・女性２３名で２４・２２イン

チの利用率は女性が男性の２.２倍５９.０％である

ことは、女性の方が転倒事故の多いことの結果でも

あるといえる。 

 この他、表２・３は交通ルール遵守度と自転車利

用状況の関係を自転車事故体験の有無別、男女別に

各項目に該当する人数の男女別全人数に対する割合

として示したものである。 

  表２ 交通ルールをほぼ守っている人の割合 

 

 

 

 表３ 自転車をほぼ毎日利用している人の割合 

 

 

 

 これによると事故経験者は無事故利用者に対して、

利用頻度（ほぼ毎日利用している人の割合）の差は

３.９ポイントに対して交通ルール遵守度（ほぼ守っ

ている人の割合）の差は１０.３ポイントである。こ

のことは事故発生の可能性が利用頻度より、交通ル

ール遵守の低さによることを示しており、交通ルー

ルの遵守が事故防止につながるデータとして強調す

ることができる。 

 今後の課題として、自己の運転状況と加齢による

運転技術の低下が把握しやすい実技体験として次の

ような検証も必要と考えられる。 

①加速度計を身体・車体に設置し、直線・回転時の

加速度変化測定から身体・車体のゆれ状況を把握す

る。 

②ビデオカメラで進行方向縦・横２方向から撮影し、

ハンドル操作・フラつき・ペダル操作等の走行状況

から運転技術を確認する。 

③アイカメラを身体に設置し、視覚情報から正しい

運転を行っているかを把握する。 
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 Senior citizens (over 60 years old) show the highest casualties caused by bicycle 

accidents. In addition, the accident rate due to driving operation mistakes is higher for 

the elderly than for other age groups. To determine the relationship between senior 

citizens’ accident experience and their driving skills, we carried out a survey using a 

questionnaire and a practical investigation. Our results show that accident experience 

rate is 25.9%; women experience 1.3 times more accidents than men, and falling 

accidents exceed bicycle-vehicle collisions.  

 Moreover, in the case of people who feel that their physical fitness and bicycle driving 

skills have lowered compared to 50’s, men show a higher response rate with age, while 

women’s response is high regardless of age. Concerning subjects with accident 

experience, many of the men in their late 60’s who have experienced a bicycle-vehicle 

collision do not acknowledge any drop in driving skills. 

 Therefore the relationship between the awareness of age-related physical fitness 

decrease and accident rate cannot be ignored. Practical experiment results: for 25.0%, 

pedal position at the time of departure was not appropriate; 89.6% did not drive straight, 

i.e. without staggering. Bicycle sway especially occurred when bicyclists started moving 

or when they tried to avoid approaching bicycles and pedestrians. In these cases, 

bicyclists realized a reduction in their bicycle driving skills and physical fitness. We can 

therefor recommend using a smaller wheel bicycle and respecting the correct pedal 

position at the time of departure.   


